
 

ストーリー 戦国
せんごく

の世に２つの龍
りゅう

玉
ぎょく

があった。《赤い龍玉》は強大
きょうだい

な力を、《青い龍玉》は無限
むげん

の知恵
ちえ

を得ると言われ、武将たちの争奪
そうだつ

の的
まと

となった。だが、いつしか龍玉はその姿
すがた

を消してしまった。 

 近年、小牧山の発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

で古文書
こもんじょ

が発見された。まだ一部しか解読
かいどく

されていないが、どうやらこの龍玉に関す

るものらしい。しかも、古文書には「２つの龍玉を持つ者は天下
てんか

を得る《金の龍玉》を手にする」とある。 

 あなたは古文書に記された謎
なぞ

を解明
かいめい

し、赤と青の２つの龍玉を捜
さが

してもらいたい。２つの龍玉をみごとに発見

した者には、《金の龍玉》のありかを隠
かく

した最後
さいご

の謎に挑戦
ちょうせん

してもらおう。 

探索メモ 

赤い龍玉の手がかり一 

赤い龍玉の手がかり二 

赤い龍玉の手がかり三 

青い龍玉の手がかり一 

青い龍玉の手がかり二 

青い龍玉の手がかり三 

青い龍玉の手がかり四 

①《手がかり》を集めろ 
「宝の地図」に書かれた謎を解き、《龍

玉》のありかを示す《手がかり》を手

に入れよう。 

《赤い龍玉》は

3つ、《青い龍
玉》は4つの《手
がかり》がある

ぞ。 

②《龍玉》の宝箱を探そう 
集めた《手がかり》を元に、《龍玉》

のありかを推理しよう。 

《龍玉》の宝箱には発見を証明する

【キーワード】が書かれているはず

だ。 

④感想などをお寄せください 
このDL版では発見報告できません。 
参加されてのご感想などを公

式サイトのBBS（掲示板）にお
寄せください。今後の参考に

させていただきます。 

③《金の龍玉》に挑戦 
《赤い龍玉》と《青い龍玉》の両方を見つけ

たら、最後の謎《金の龍玉》に挑戦してみよ

う。この難問が解けたら、君も一流のトレ

ジャー・ハンターの仲間入りだ。 

注意事項 
・このDL版の《宝の地図》では市民まつり期間中であっても抽選に参
加できません。抽選に参加するには、会場で配布されている《宝の地

図》が必要です。 

・《手がかり》と《龍玉》は以下の場所にはないので、探さないこと。 

×建物の中 ×道路の中 ×水中や地中 ×立入禁止の場所 
・《手がかり》と《龍玉》は見つけても大声を出したりせず、静かに

その場を立ち去ること。  

・《手がかり》と《龍玉》は、動かしたり持ち去ったりしないこと。 

・探索中は交通ルールを守り、安全に注意して行動してください。  

・探索中の事故や怪我、器物破損などによる損害は参加者個人の責任

となりますので、ご理解のうえ参加ください。 

・他の人の迷惑になるような行動、不審に思われるような言動はご

遠慮ください。 

・夜間の探索は危険ですのでおやめください。 

龍玉の探索範囲（詳細は中のマップをご覧ください） 
 初級コース《赤い龍玉》 

中心市街地商店街（ラピオ通り商店街、花の散歩道商店街、
上街道商店街） 

 中級コース《青い龍玉》 

 小牧山、小牧市市民会館、小牧駅周辺 

 特別コース《金の龍玉》 

 小牧山 

発見のキーワード記入欄 
赤い龍玉のキーワード 

 

合格印 

青い龍玉のキーワード 

 

合格印 

金の龍玉のキーワード 

 

合格印 

DL版 

～龍玉の謎～ 

期間：平成22年10月18日(月)～11月28日(日) 
 

会場：小牧中心市街地商店街、 

小牧山、小牧駅周辺 

主催：小牧商工会議所青年部  企画：小牧探検隊実行委員会  

協賛：ラピオ通り商店街振興組合、花の散歩道発展会、上街道発展会 

※解答は期間終了後にHPで公開します。 
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Illustrator Morineco 
(丹羽 歩) 
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拝
地
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下
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朱雀
すざく

は勇敢
ゆうかん

な兵士
へいし

を讃
たた

え、 

幻
まぼろし

の拝殿
はいでん

で2つの戦勝
せんしょう

を報告
ほうこく

する。 

双龍
そうりゅう

はそれぞれの年を経
へ

て宝玉
ほうぎょく

に至
いた

る。 
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手がかり一 

  かつて山の南
みなみ

に町を作った「大うつけ」は、 

        宿場
しゅくば

の街道
かいどう

で屋根神
や ね が み

の社
やしろ

を 

         仰
あお

ぎ見た。 

          その時、果実
くだもの

の花園
はなぞの

で 

           赤い龍 玉
りゅうぎょく

を手に入れた。 

手がかり二 

大山の惨劇
さんげき

を再現
さいげん

した 

六天
ろくてん

の魔王
まおう

は、 

３つの卍
まんじ

より東
ひがし

へ向かった。 

右
みぎ

９番の天の光は 

銘酒
めいしゅ

の下に 

手がかりを隠
かく

した。 

手がかり一 

サルはヘビ退治
た い じ

の助
たす

けを求めて 

水に浮
う

く丸い石のある山を訪れた。 

吉五郎
きちごろう

は、石と水に守られた 

青い龍 玉
りゅうぎょく

を 

サルに渡
わた

した。 

手がかり四 

赤い龍 玉
りゅうぎょく

を持つムジナとの決戦
けっせん

のため、 

タヌキは暗い道より到着
とうちゃく

し、空
 

を行くがごとく 

進軍
しんぐん

した。 

途中
とちゅう

で、３頭の馬と 

天空
てんくう

の２人が 

出会
で あ

う場所
ば し ょ

に 

手がかりを残
のこ

した。 

手がかり二 

２つの橋
はし

を結ぶ 

街道
かいどう

の横で 

まつりの日
 

に 

楽市
らくいち

が開かれ、 

２匹は龍 玉
りゅうぎょく

を交換
こうかん

した。 

市
いち

を守
まも

る６人衆
しゅう

の１人「太鼓腹
たいこばら

の豚
ぶた

」は、 

目前
もくぜん

の緑の従者
じゅうしゃ

に手がかりを伝えた。  

手がかり三 

               タヌキ
 

は 

               赤い龍 玉
りゅうぎょく

を狙
ねら

い、 

               ５枚の岩を挟
はさ

んで 

               サルと対決
たいけつ

した。 

                   四
 

角い三角から 

           岩の方角
ほうがく

を眺
なが

め、 

          小径
こ み ち

の入り口に手がかりを刻
きざ

んだ。  

手がかり三 

猛火
も う か

に驚
おどろ

いたタヌキは赤い龍 玉
りゅうぎょく

を携
たずさ

え、 

十一面
じゅういちめん

観音
かんのん

の導
みちび

きで名古屋へ逃
のが

れた。 

３匹の魚を過
す

ぎてから 

町の案内者
あんないしゃ

に 

手がかりを預
あず

けた。 

探 索 範 囲 
― 赤線：《赤い龍玉》コース 

― 青線：《青い龍玉》コース 

― 黄線：《金の龍玉》コース 
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